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顕微鏡

下の岩石

⑬

高温のガ受スが変形し接着してゆく過程が溶緕であ

ること愁からガラス秘溶結凝灰岩にとって不可欠の本

質的部分でおることは前努で述べた｡しかし実際

に溶縞凝豚岩を鏡下で観察するとたしか紀ガ茅ス破片

の形態を示しているところでも微弱な複屈折があって

現在はガラスでなく細かい結晶の集合となっているこ

と秘しぱしばある.

ガラスは安定状態では匁いのでその環境に応じた安

定な鉱物紐み合わせに移行しやすい,怒と免ば火山

灰層の粘土化や凝灰岩の沸石化はよく知られ恕例である､溶緒凝灰岩の大部分をつくる珪長質のガラスからは

しかし変質1変成などの歴史一地下に埋没して地下脱ガラ深化1はってアルカリ長石(サニディンかアノｰ

水や地温な&の影響を強くうげるなど一一のない新しいソタレ岬ス)とクリ異ドバル石とかで曹るのがふつうで

時代の溶結凝灰岩でも結晶化しているものがある.ある目一点から放射状に針状鉱物がのびて球状の簾合

マグマはその成分によって緒

る.しかし岩体の内部で温度降

下がややゆりくりと行なわれて

写真⑩黒雲澱滋激籍(漆籍)嘩輔鰹賛

阿蘇大凶瞭失火祭還溝潜の夏覆燃漆燦阿難灘銭隣村黒川

帥瀦畿艘寺嬢菰串突上&その滋太の羅亀の鰭騒滅鶏繁隊.流線が中央左

の斜長孫の下側慈:織伽て週1け宿の方刊嚢婁つ郷隷髄を輿いている

解説小野築詞撮影正井義郎薄片鱗や稜麟驚治

い怒るう出ガラスが結晶の集合は変わることを脱ガラ

ス化(如曲搬釧iOn)という.脱ガラス化には上の

ようにマグマからの冷却過程の結晶化では勅るが一

旦途瞭にがタス⑳状態を経過した場合と常温護で冷却

されたガラス添後に別の作用(地下水1温泉曲褒成作踊

な柱)で結晶化する場合とがある圭冷却過程の脱ガラ

ス化は溶結凝灰猪ばかξ)でなく溶岩や小貫入岩体

をく紀やや急冷して固結したデイサイト･流紋岩などに

はごくふつう績み映鵬ものである.その意味では火

成砦の初生的結晶作用の一種とみて竜,よい.溶岩や岩

脈の急冷縁と同じように火砕流権積物でも岩体の周

縁の部分想けがガラス質で内部は結晶化していること

がおる､このように岩体内終ガラス質の部分と結晶質

の部分とがあればその岩体が後に変質･変成作用をう

け花と善その蝪つの部分は異なった挙動を示すだるう由

だから初生的港るいは後生的結晶作踊の性質を知りて

区別して潟かないと解釈に混乱がおきる古以下には

鴇初生的身脱ガラス化について多少の説明をしよう｡�
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体をつくったものを球顯(spher舳竃)という.壕纂⑪

は流紋岩の溶岩中のものでガラス質の石基の串に球顧

ができている.ガラス石基中の流理が球顧の串に連続

しそれを貫通していることからこの球顧が成長し淀

のは流理をつくったガラスの粘性流動がとまってから

(溶岩カミ停止してから)後のことだということがわかる｡

この岩石は肉眼でみると黒いガラスの黒曜岩でその申

に灰白色の球願が点々と入っている､ガラスが結晶化

しまたその結晶が粗粒になるほど肉眼的には亀が白

くなるのが通例であるが面白いことは鏡下ではその反

対に兇え葛ζとがある｡写真⑪では無色透明の部分が

ガラスであり脱ガラス化した球頼が暗色と松邪ている軸

これは球穎をつくる細粒の結晶が隣接鉱物(たとえば

サユディンとクリストパノレ看)間の屈折率のぢがいぽよ

って境界面で光の散乱をおこす危めである｡同心状

に明暗の輸ができているのは結晶の粒度のちがいによ

るものであろう.

蛇足だがここでガラ黒質1結晶質などの言葉熔つい

て少し説明しておく.火砕岩の記載分類のためにガ

ラス質凝灰岩(挑rktu狡)･結晶質凝灰岩(岬搬㍑雌)

なぜの術語が使われることはこの黒瓜一スの187号に

解説されていると粘りである由この場合のガラス質1

結晶質はその火砕岩カミその場所で堆積し恋ときの構

成素材がガラ災火山灰(ガラス破片)であったか噴

火前に晶出していた結晶(斑晶)であったかなどを示

すことばで噴火前のマグマの状態隠っいての分類あい

ってよい想うう.しかしこの稿で前節に使ったがラ

ス質1緒轟質な姓の語はそれが現在の物質の状態とし

てガラスであるか結晶であるかをさしている.

たとえばrおもにガラス火山灰のみからなるガラス質凝

灰岩が脱ガラス化したために現裡はガラス質ではなく

結晶質である｣というとき夏痩胃のガラス質は原物質

をさし2度目のガラス質と結晶質とは現在の物質の状

態を示している.同じ術語の内容が異なっているのは

不幸な状態だが現状では筆者壇読者ともに誤解のない

よう終注意するより仕方淋ない｡実は火山砦の記載の

ときに使われているガラスあるいはガラス質という言葉

はあ護り厳密ではなく上の2つがしばしば混用されて

いる｡玄武岩･安山岩などの石基由メソスタシスのガ

ラスといわれるものの多くは現実には脱ガラス化した

結晶集合である.しかし火成岩の結晶過程をしらべ

る立場でほたとえ現在脱ガラス化していようともは

じめに結晶とガラスとが共存したことの方が重要なので

ガラスとしておいてもさしつかえないのだろう.溶結

凝灰砦を扱うをき紀原物質としてのみではなく現在

の状態としてのガラス質1緕晶質をも問題にするのは

それをしらべることによっで砦体の冷却吏を鋤りき蟹

に岩体内のu孤itの区分を通じて噴火がら堆積蜜での歴

史をさぐる事かが1ルじようという立場からで漸る.

またここでば詳しくふれないがガラスと結晶との

物理的･化学的なちがいからおきるいろいろの問題だ

とえばガラスと液体マグマの化学成分の異同とかさき

に述べたよう綻岩体に後生的結晶作用が重複したときの

出発物質の状態とかはついての情報としてその区別が

問題になるからである.

写真②は脱ガラス化した溶結凝灰砦である｡下半

の暗色部の上端添上胸きのドｰム

形なのはこれが球顧の外縁だか

らである｡いち移るしく篇平化

したガラス破片の形が崖着方胸の

波模様当してよくみえているが

上下方向(球顧の放射方向)に細

い条線がみえるのは球顧をつく

る針状鉱物の切びガでおる｡

上半部でもき蜜さ漢な陶き熔鉱物

秘のびている｡ζれらの鉱物は

各ガタス破片の境界を貫いてのぴ

ているので球顧が成長し花お書

にはこの溶結凝灰岩のガラ深破

片はたがい績擦着して写真⑪の

溶岩と同様紀全体がほとんど均

質のガラスとなっていたことがわ

かる由

簿糞⑳球頼状姜ζ脇嫁苧刻ヒし花蒲繊幾1審鰭凝腿緒

B三銑⑪藁童u筐アメリカガリジ泳外狐父州ヒシ欝㌢ブ批貿蔓の素ウェンス州

燦紛

球穎には窓蜜扱没瞭閥の部分1ポ汐ス勇糠錐む淀怒ぬか繕繊淋紺緑化し'ガ

茅災破片(州吹切淡われか1穴㌔喝�
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写翼③(その上半部)ほ上述のものとは様子がこと

なりガラス破片の縁から内方紀向かって霜柱のよう

にあるいは櫛の衡のように針状結晶がならんでいる.

ごの変うなものをアタシオライト(蝋三〇互童総)といい

そ0構造を狐io1iをic構造とよんでいる｡蔓の場合に

はガラス破片の外縁から結醐裏成長しているので各ガ

ラス破片麻個体おしての外縁をも繊ていたとい交る｡

球穎やアタシオライトは脱ガラ黒化の様式であるが各

ガラ黒破片を買いて球頼状の結晶成長がみられるのは.

強く溶緕し花岩石紀かぎられるのに対してアタシオラ

イトはも烈と溶緕度の低い岩石に特徴的である｡

アタシオライトがよく発達している岩石にはふっう

白っぽく多孔質で(たとえ肉眼的気泡カミなくても)

何となく軽い感じのものが多い｡このような岩石の薄

片をみると各ガラス破片のあいだには空隙カ油りそ

こに臼形の結縞が成長していることがある｡写婁④

は火砕流申のスコリアの薄片であるが壁から気泡紀向

かって自形の結晶がのびている.気泡の部分にガラ

ス炉なかったことは明らかなのでこれは脱ガラス化に

よる晶出ではない宮この結晶はガラスの冷却1結晶化

の過程で放出されるガスからの昇華によって締出したも

のを解されるので脱ガラス化と区別して気相晶出作

用(vapor-ph搬｡エys悔uizati0R)とよんでいる,

ガスが多量に作用するような条件下では脱ガラス化も

進み結晶は粗粒化†乱軍箆⑤ほいち葛るい)気

相晶出化の行なわれた岩石である.左下部には屍寮な

臼形結晶がみられるがその他の

部分は脱ガラス化と気相晶出作用

と秘重複しているらしくさまざ

漢な寸法の結晶と微少な空隙あで

そヤそヤしていても&の構造は

よくわからない.野外の産状と

肉眼の観察からこの岩石秘溶緒

凝灰岩であることは間違いないの

だ秘鏡下の性質だけではζれ

秘溶績凝灰砦であるかど蚤かは

ほ&んどわからない｡

写真④⑤にはあも紘扇形の鱗

珪看の結晶カミみ充ている｡経験

的には脱ガラス化の際に晶出す

写實⑯

左端下よリから宥岳ζひろが墨部分は本質レン糸

(軽須)下端中央から為にかけて救射状の緒蟻

集合がいくつかみえているが気相晶繊榊)本質

レンズによくみられる構造である

響輿⑳

スコリアの気泡申ぽ磁長し怒気稲鑑繊鉱物

左上方の濃錘の鉱鋤は斜方糠肴霜捌ζ夢い

無亀鉱物は鱗瑳看萄藍削設とノ〃不透鯛

にみ走るが腕がラ刺ヒし爽細粒の緕縞簾禽葦�
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る珪酸鉱物はクリストバル石であり一方気相晶出帯に

は鱗珪有が特徴的紀みられ為｡これらの鉱物は後生的

結晶作用(変質1変成)のときは容易に看英に変化する,

石英は初生的税がラス化鉱物としてはきわめて事れで

筆者はまだ確実な実例をみたζと淋ない｡

最後に互岩体の中で結晶化の状態がどんなにちかう一

かの実例を示そう.写麗⑥一⑪は阿蘇火山の火砕流

からの溶繕凝灰岩で道路沿いに基底から約蝸燃上位

蜜で一続きの露頭をしてみられるものである.肉眼的

には基底の井溶結の火山灰(前号の写真②ステレオ

撮影のもの)から暗灰一黒色の溶結凝灰岩(ガラス質)

灰色の脱ガラ液化した基質紀黒いガラスの本質レンズを

ふくむ溶結凝次号灰白色で脆弱な気相晶出帯の溶結凝

灰岩⑳順は変化する.

写真を一見しただけで⑥一⑧と⑨一⑩あは様茅淋ち

秘勤ζとがわかる.澄明な感じがする⑥一⑧の葛枚は

ガ茅浅質で蕩り不透明で濁った感じの⑧一⑭は脱労ラ

ス化し液部分である.⑥一⑧はそれぞ扱藍嬢からユい

3｡器1?搬上のサンプルでその順にガ茅黒破抹淡ぶり

扁平化し密着している⑳がわかる.五鰍のもの終は

凄だかなりの空隙カ童残ってい局幸⑦では労淳ス破片を

横断す為方向の亀裂がみ免るが⑥には憾とん婆屍免な

い｡凄た⑫では亀裂は短かくほぼ至偶の労ヲ黒破片

の中でと裏っているものが大部分であるの熔⑧では写

真金体を横断するほど長く発達しているζと怒⑯秘ら

⑧へと圧密が進んでいる芯をのあらわれで齢篇吉

⑨と⑩とは脱ガ'ラス化した綴密な溶結凝灰岩である.

⑨ほ基質⑳ガラス破片は脱ガラ猟化し恋が本質レンズ

は葉心ガ茅スである状態を示す.下串部は基質で脱

ガラス化して汚れ流感じがするカ童注意するとガラス破

片の形が濃淡の模様あしてみ充ている､上半部にある

澄明な部分は本質レンズである秘その申にもよくみ

ると護るい斑点状に球顧がで書でいて脱ガラス化がは

じまっていることがわかる｡⑩では基質の脱ガラス化

はいちぢるしく進みガラ黒破片の形ほほとんどみ東な

い｡左中央下よりの濃色部につぶれたガラ黒破片の

かたちがわずかに残りああは全体を通むて何となく水

平の平行構造が察せられる窪度である血不規則なパッ

チ状をした淡色の部分はやや粗粒に結晶化したところ

でここではガラス破片の構造はほとんどみえなくなっ

ている.宥上隅は本質レンズでここだけはまだガラ

スだ林外縁から脱ガラス化かはじまっている(レンズ

と基質塁の境界の左上からv3ほどのところに串円形

の球綴かみ走る)由

⑪はい葛ぢるじい気相晶出作用をうけた部分である.

基質のうす黒い模様はあ婁ψつぶれていないガラ夙擁

片からで蜜た細粒のアタシ泳ライトで潜る古痘瞭巣の

長円形あ宥下よりの汐ンズ形のものとは本質汐ンズの

緒鯖化し花もので外がら内に陶かって櫛の樹状績帝や

親い緕轟秘なぢび胸側熔は空隙秘多い刊

(次醐ζ憾'護ら紀数枚の漆繕凝厭岩剛剃愛あげてこの項

の解説登終完狂い)'

(繁翻まら地質部甜臓粥愈爾宮村串締襟技繍繰)

写輿⑧

なちぢるしい気相最出作用をうけた安山岩溶

緒蟻原鎧

舶⑪一望火砕滋

熊本県阿蘇灘久米簿村儀出東側山腹

瀦鏡⑳艦状鉱物線箪斜輝看左端の空隙牟に

彰議溺影の淡亀の鉱物凌麟鐘看�
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写真⑯一⑪は流紋岩漆締凝灰岩の嗣山地一1ニミにおける料棚変fヒ

Aso一近火砕流大分県大野郡犬飼町河上

(写鄭ま全南胴倍率下方ポラロイドのみ僚周)

働蕪鐙か1王1章)篤嵩王嚇(以下岡じ)

減雲浅質空隙鶏絢3⑰彩

⑫3.§搬ガラス欝⑫から⑩嚢簿空隙翻ま婁繁以下

働呈婁｡§鰍鵤鑓繋黒化(溶質レン刺まガ茅災)

徽7側

ガ予ス質

繊鷲鰍脱ガラ蔦絶(泰蟹レンズは労ラ猟)

独艶㎜脱ガラ刺と(戴:鯛瀦繊擦崖端竿央の本質レンズの

輝織は写鄭蓬紗切)とよく娯ている)空隙率約20%�


